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掲載している情報は新型コロナウイルス
感染症の影響で変更する場合があります。
最新情報は本市ホームページなどで確認
してください。

自然災害に対して日頃から備えを

前橋の人口：33万5,705人
男：16万4,413人
女：17万1,292人
世帯数：15万1,076世帯
5月末日現在

●本当に避難が必要か再確認

●避難時の感染症対策も忘れずに

●さまざまな方法で避難情報などを発信します

まちの安全
ひろメール

まちの安全
ツイッター Facebook

防災危機管理課　☎027-898-5935

　避難とは、難を避けることです。洪水時の浸水想定区域でも、３ｍを超えない想定
浸水深の場合は２階への垂直避難で安全が確保できるとされています。また、避難先
として安全な地域にある親戚や知人宅も検討してみてください。関連記事は９ページ
に掲載しています。

　避難する時は、食料や水などの生活用品の他、マスクや消毒液、体温計などの衛生
用品も必ず携行しましょう。

　まちの安全ひろメールや防災行政無線、防災ラジオ（まえばしCITYエフエム
84.5MHz）、ホームページ、市公式ＳＮＳなど、さまざまな方法で避難情報などを発信。
緊急時にすぐに確認できるようにしておきましょう。防災ラジオは防災危機管理課か
まえばしCITYエフエムで購入できます。

　大雨で土砂災害や洪水・浸水害の危険性が一層高まる時季。また、地震はいつ
起こるか分かりません。防災マップなどの確認や災害備蓄を用意するなど、平時
から対策をしましょう。防災マップなどは、本市ホームページに掲載しています。


